
文部科学省と国立大学附置研究所・センター 個別定例ランチミーティング

第110回 山口大学 細胞デザイン医科学研究所（2025.2.07)

12:05－12:10(5分） ︓研究所の概要説明
所長 玉田 耕治

12:10－12:25(15分） ︓『「細胞外小胞」がつなぐ生命現象解明と多分野研究』
先進細胞治療研究部門 助教 富永 直臣

12:25－12:45(20分） ︓質疑応答



山口大学細胞デザイン医科学研究所の概要
所長 玉田 耕治



細胞・ゲノム解析情報データベースの構築と情報インフラの整備

先進細胞治療
研究部門

先進ゲノム
編集治療研究部門

医・獣トランスレーショナル
臨床研究部門

人や動物における革新的医療技術
の実験・臨床データの集積

データ駆動型とモデル駆動型解析による評価・効果予測

難治性固形がんに奏効を示す
PRIME CAR-T細胞療法

犬や猫のがんに対する抗体医薬開発

疾患モデル動物による
開発体制構築

細胞自動培養装置開発

遺伝病に対する創薬開発

高度医療専門職人材育成
大学院医学系研究科と連携した

臨床培養士の養成

システム医学情報研究部門

データ解析結果のフィードバックによる
新たなイノベーションの創出

細胞デザイン医科学研究所
人と伴侶動物が健康で長生きし共生する社会を創生する
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人医療で開発された革新的医療技術をペットの創薬へ活用
動物での技術評価を人医療へフィードバック

免疫細胞や間葉系幹細胞等
様々な細胞技術の臨床開発

間葉系幹細胞による
再生医療

犬や猫の豊富な臨床治験の実績

既にプロジェクト進行中！
・人医療で開発された次世代がん免疫療法の獣医療への応用展開（細胞部門×医・獣TR部門）
・人及び動物の遺伝性疾患の共同研究開発（ゲノム部門×医・獣TR部門）

山口大学の多くの再生・細胞医療、獣医療の研究開発力・人材育成力を結集



山口大学のこれまでの再生・細胞医療や獣医療の研究開発の歩み
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R5（2023）年10月設立

●
H28(2016)

●

再生・細胞治療研究センター設立

山口県「再生医療研究開発拠点機能強化事業」
・研究シーズの臨床開発
・医療用細胞培養装置の自動化を含む

細胞培養関連技術の開発

R4(2022)
●

高度ゲノム編集治療・
創薬研究拠点認定

●
H27(2015)

●

臨床培養士育成コース

国立大学初の大学院課程
「再生医療・細胞療法のための
臨床培養士育成コース」
における高度専門人材育成

H29(2017) R2(2020) R3(2021)
●ーーーーーーーーーーーーー●ーーーーー●

文部科学省補助金事業
「地域イノベーション・
エコシステム形成プログラム」
（最終評価：S）

H30(2018)
●

AISMEC設立

R2(2020)
●

小動物のガンに対する
トランスレーショナル研究
治験ユニット認定

CAR-T細胞療法等の
がん免疫療法の開発推進
大学発ベンチャー設立

●
R5(2023)

IPO達成

自己完結型肝硬変再生療法
医師主導治験開始

全国で初めて山口大学が
「臨床培養士制度」の申請条件を

満たす教育機関に認定
（日本再生医療学会）

次世代がん免疫療法
「PRIME CAR-T細胞療法」の
第１相治験開始

犬のガンに対する抗体医薬の
獣医師主導治験の成果を発表

「培養自己骨髄細胞による
低侵襲な肝臓再生療法」

臨床研究開始



細胞デザイン医科学研究所の組織体制
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「PRIME CAR-T細胞療法」
難治性固形がんに顕著な奏効を示す画期的ながん免疫療法「PRIME CAR-T細
胞」を開発（Nature Biotechnology, 2018）し、大学発ベンチャーや製薬企業
と連携して人に対する臨床治験の実施に至った。

 主な外部資金
 文部科学省「地域イノベーション・エコシステム形成プログラム」
 JSPS科研費基盤研究A
 AMED「革新的がん医療実用化研究事業」 など

 主なパイプライン
 NIB101:小細胞肺がん、中皮腫等
 NIB102:肝細胞がん、胃がん等(ASCO, JSCO, SITC, 2024)
 NIB103:乳がん、卵巣がん等

人や動物に対する豊富な基礎・臨床研究の成果と社会への波及効果
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「自己完結型肝硬変再生療法」
JST COI-AS A-STEPや山口県「再生医療研究開発拠点機能強化補助金」、
「やまぐち次世代産業育成チャレンジアップ事業」などの支援を受けて間葉
系幹細胞を用いた肝臓再生療法の研究開発に取り組んでいる。また、起業と
の共同研究により細胞の自動培養システムを開発し、2020年9月より医師主
導治験を実施している。

 伴侶動物の豊富な獣医師主導治験の実績

「筋強直性ジストロフィーに対する世界初の根本的治療薬開発」
AMED「臨床研究・治験推進研究事業」の支援を受けて指定難病
である筋強直性ジストロフィーに対する医師主導第II相治験を実施
し、有効性を世界で初めて報告した(eClinicalMedicine, 2024)。

2024年論文数 215報, FWCI 1.43, FWVI 1.37, Top10%論文 23.3%
(過去5年間 FWCI 1.28, FWVI 1.68, Top10%論文 24.9%)
所員の主要論文：
Nature Biotechnology 2018, Adachi K, Tamada K, et al.
Circulation 2018, Sano M, et al.
Nature Genetics 2020, Nakamori M, et al.

受託研究費 共同研究費
 本研究所における研究費獲得の学内に占める割合

 本研究所の研究業績

◆細胞デザイン技術を活用した革新的医療技術開発 ◆遺伝性疾患に対する世界初の根本的治療薬開発

JSPS科研費基盤研究AやAMED「創薬等ライフサイエンス研究
支援基盤事業」などの支援を受けて伴侶動物に対するがん抗体
医薬を開発し、多くの獣医師主導治験を実施している。

 抗PD-1犬化抗体
 口腔内悪性黒色腫(Scientific Reports, 2020)
 扁平上皮癌、未分化肉腫(Journal of Veterinary Science, 

2024)）
 抗犬CD20抗体
リンパ腫(Scientific Reports, 2020) 



 包括連携協定の締結
• 広島大学ゲノム編集イノベーションセンター（2024年）
• 日本小動物医療センター(2024年)
• UBE株式会社医薬事業部医薬研究所（2024年）

細胞デザイン医科学研究所の異分野との融合
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広島大学ゲノム編集イノベーションセンターとの
包括連携協定

（左：山本卓ゲノム編集イノベーションセンター長、
右：玉田耕治細胞デザイン医科学研究所長）

オンラインでの日本小動物医療センターとの
包括連携協定調印式の様子

UBE株式会社医薬事業部医薬研究所との
包括連携協定

（左：玉田耕治細胞デザイン医科学研究所長、
右：德永裕仁UBE株式会社医薬事業部

医薬研究所長）


















